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岩美海岸（陸上地区）侵食対策検討委員会
～第２回～



本日の説明の流れ

◆配布資料
①平成２５年度 岩美海岸（陸上地区）侵食対策検討委員会説明資料
②説明資料の概要版（本パワーポイント）

◆説明内容
～第１回委員会概要～
①人為的改変と汀線の経年変化
②岩美海岸（陸上地区）外への土砂流出について
③岩美海岸（陸上地区）の土砂変動量について
③´Ｈ１７．１１竣工の潜突堤について
④被災時の土砂移動状況
⑤被災のメカニズム（被災要因の推定）
⑥被災のメカニズム（波浪場の推定）
⑦対策案抽出に向けた課題と対応方針（案）
⑧今後の調査及び検討方針（案）



第１回委員会概要

◆第１回委員会における委員意見概要
①陸上海岸における土砂の現象は、東漁港における浚渫土砂の沖捨てが原因と推察
⇒浚渫が実施されていた期間、Ｖｏｌを明確にすること
②西向きの漂砂が卓越とは言い切れない。
⇒これにとらわれるのは危険
③土砂Ｖｏｌの変化は、Ｔ．Ｐ．－７．０ｍ以下も含めて把握する必要がある。
④土砂Ｖｏｌの変化は、標高別・地区別等の領域に分割して整理したほうが分かり易い。
⑤深浅測量データの存在状況を再確認し、全期間で土砂変動量を再整理する必要。
⑥ポケットビーチ内の土砂収支のメカニズムを詳しく把握する必要。
⑦陸上川からの土砂供給の実態についてまとめる必要。
⑧ポケットビーチ外への土砂流出について確認する必要。

◆第１回委員会意見等を踏まえた現地調査状況
①波高、波向観測（Ｈ２４．１２～Ｈ２５．３）
②流向、流速調査（潜堤沖合、Ｈ２５．１からＨ２５．３）
③底質調査の実施（３測線）
④蛍光砂調査（汀線部）
⑤汀線測量、深浅測量
⑥陸上川流域の現地踏査
⑦羽尾鼻、陸上鼻の海底踏査



①人為的改変と汀線の経年変化
◆人為的改変
①昭和５９年から北防波堤の建設開始（平成３年まで）
②平成７年から平成１２年までに北防波堤が増築等

③平成１７年に潜り突堤の整備（平成１６年１月被災）

○昭和５９年から平成１３年まで東漁港の浚渫土砂を

沖合い投棄（約１５００ｍ３／ｙ）
⇒平成１６年からはサンドリサイクルに移行

◆汀線の変化
・昭和４０～５０年代は安定傾向
①羽尾地区、東浜地区で汀線後退が始まる。
②東浜地区で汀線後退が顕著になり、羽尾地区で
は前進傾向になる。

③東浜西部では汀線の動きが活発（平成１６年１月被災箇所
付近の汀線は前進）になり、東浜東部では後退傾向に。

○近年、岩美海岸（陸上地区）の汀線は維持されて
いると推定。



②岩美海岸（陸上地区）外への土砂流出について

◆測量結果の整理（深浅測量、土砂変化量算出結果）
①Ｔ．Ｐ－１０．０ｍより深い水深では、経年的な変化は
概ね生じていない（ほぼ測量誤差の範囲内）。
②Ｔ．Ｐ－ ６．０ｍにおいては、比較的頻繁に地形変化
が生じている。（水深方向の領域分割の目安）

◆現地踏査結果
①陸上鼻周辺の岩礁帯（水深１４ｍ付近）では、土砂の
堆積は確認できない。
②羽尾鼻周辺の岩礁帯（水深１３ｍ付近）では、砂れん
の形成が確認できる。
③羽尾鼻西側では汀線付近に土砂の堆積はほとんど確
認できない。

陸上地区以外への土砂の流出はほぼ発生してい
ないものと推定。⇒ ほぼポケットビーチ



③岩美海岸（陸上地区）の土砂変動量について
◆冬季
・ＮＮＷ～Ｎ向きの波が主方向

⇒羽尾地区東側から東浜地区西側が侵食傾向

◆夏季
・Ｎ～ＮＮＥ向きの波が主方向
⇒羽尾地区東側から東浜地区西側が堆積傾向

◆冬季、夏季とも概ね波向きに沿った浸食・堆積傾向を示している。
◆Ｈ１８．９からの変化において、冬季では東側地区沖側でも堆積
傾向、夏季では、岩礁域岸側での堆積傾向が確認できる。
◆陸上川からの現地踏査結果及び近接ダムの堆砂土量から多く見
積もっても１．３千ｍ３／年程度
⇒岩美海岸（陸上地区）内で季節的な侵食・堆積傾向を示し、ほ
ぼ土砂収支はとれているものと推定。

夏季（３月～９月）

冬季（９月～２月、３月）



③´Ｈ１７．１１竣工の潜突堤について
◆災害復旧事業の考え方である、「（みなし）原形復旧」、「災害の原因除去」の効果を確認。

被災区間
Ｌ=400m

被災区間
Ｌ=400m



④被災時の土砂移動状況
◆Ｈ２３．９台風、Ｈ２４．１冬季風浪 被災時の地形は、Ｈ１８．９と比較すると被災箇所付近で侵食傾向



⑤被災のメカニズム（被災要因の推定）
◆Ｈ１８．９以降の陸上地区特有の地形変化と高い波浪の進入等によって、浜崖（被災）が発生。



⑥被災のメカニズム（波浪場の推定）
◆被災時には、被災前と比べ、同じ波浪条件で、より高い波が被災箇所に到達。



⑦対策案抽出に向けた課題と対策方針（案）

【被災要因】
◆陸上地区特有の地形変化による高波浪の進入。

【課題】
①（海面以下の）地形変化の制御、②高波浪の抑制、③汀線際の防御

【対策案】
①サンドリサイクル、養浜、人工リーフ、突堤、等
②防波堤、人工リーフ、サンドリサイクル、養浜、等
③護岸、消波ブロック、突堤、人工リーフ、サンドリサイクル、養浜、等

【抽出（対策方針案）】
◆構造物に頼らない対応策 ⇒ ①サンドリサイクル、②養浜
◆比較対象案 ⇒ ③人工リーフ
として、今後の調査、具体的検討を実施。

山陰海岸国立公園内

海岸利用者（海水浴・サーフィン等）
約２万人／年

経済性
アウトカム（目標とする効果）

の設定

対策案抽出に向けた課題



⑧今後の調査及び検討方針（案）


